
 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月のほけんだより 

年の瀬を迎え、何かとあわただしい 12 月。生活リズムが崩れがちで、また感染症もはやる
時期です。体調管理には十分気を配っていきましょう。 

社会福祉法人 今川学園 
今川学園園長 篠瀬実千代 
令和 3年 12 月 1日発行 

 
 

 

 

熱いお茶やストーブなど、子どもにとって 

危険なものがいっぱいあります。 

もし誤ってやけどをしてしまったら、落ち着い

て対処しましょう  

やけどには 1 度、2 度、3 度と程度があります。 

1 度：赤くなり、ひりひりします。 

2 度：水泡ができ、痛みも強いです 

3 度：感覚がない。皮膚が黒くこげたり、白く

変色したりします。 

 

手足のやけど 

水道水で 30 分くらい、痛みや熱さが感じられなく 

なるまで冷やします 

胸・お腹のやけど 

すぐホースで水をかけるか、水ぶろにつけて 

冷やします。衣服は無理に脱がさずそのまま冷やします。 

アロエやみそを塗るなど、民間療法で 

よいといわれていることを、 

安易に試すのはやめましょう。 

細菌感染の原因になることがあり、 

症状を悪化させ、長引かせてしまいます。 

 
1 度でも広範囲のやけど、2 度 3 度のやけどは病院を受診しましょう 
 

やけどをしたら・・・ 
 

お子様の衣服によるケガや事故に注意！！ 
 

「JIS」で子ども服の紐に関する安全基準が制定されてい

ます。 

日本でも、子ども服の引っ掛かりによる事故が起きている

ことから制定されました。それ以外でも、フード付きの子

ども服を着たお子様が外に出掛けようとした際に、玄関ド

アの取っ手にフード部分が引っかかり、お子様の首に巻き

ついて窒息し、入院したという事例も起きています。  

身体に合わない大きいサイズのものは、裾を踏んだり、袖

のもたつきが物にぶつかるなど、運動の妨げになりケガや

事故につながることもあります。 

園でも友だちと追いかけっこをしていてフードを掴みそ

うになったり、服についている紐を引っ張って遊んでいた

りと、ヒヤッとすることがあります。また、ドレスのよう

な服を着てくるお子さんもいますが、動きにくかったり、

裾を踏んでしまったり、とても危険です。 

※園ではフード付きの服やひも付きの服など危険性のあ

る衣服は控えていただき、動きやすい衣服の着用をお願い

します 

着用している場合は外させていただくか、危険のないよう

内側に巻き込ませていただきます。 

着ている衣服による思いがけない事故が起きる可能性も

ありますのでご協力お願いします。 

★子ども服は可愛さよりも安全性！愛情の「目」
でしっかり確認しましょう 

経済産業省のリーフレットを参考に、今までの手持ちの服

も、チェックし、引っかけや巻き込み・はさみこみなどの

可能性がある紐やループ・リボンなどがないか確認してく

ださい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
マスクを着用することで新型コロナウイルス感染症だけではなく、ほかの感染症の予防にもつながります。 

3・4・5歳児クラスの園児については、着用の難しい子ども以外はマスクの着用をお願いしています。 

毎日きれいなマスクの着用をお願いします。 

マスクをなめてしまったり、鼻水などでべとべとになって汚れてしまっている場合があります。  

汚れているマスクを使用すると雑菌が繁殖してしまう可能性があります。 

汚れてしまった場合のために換えのマスクのご持参もよろしくお願いします。 

 

 


